
鎌　
倉　
時　
代　
か　
ら　
八　
木　
氏　
十　
五　
代　
が　

栄　
え　
る　
こ　
と　
三　
百　
八　
十　
年　
。　
天　
正　
８　
年　

（　
１　
５　
８　
０　
）　、　
羽　
柴　
秀　
長　
の　
攻　
め　
を　
受　

け　
た　
城　
主　
の　
八　
木　
豊　
信　
は　
、　
剣　
橋　
・　
ふ　

る　
や　
が　
谷　
・　
血　
の　
谷　
に　
及　
ん　
だ　
合　
戦　
で　

降　
伏　
し　
落　
城　
し　
た　
。　
そ　
の　
後　
に　
豊　
臣　
秀　

吉　
は　
天　
正　
13  
年　（　
１　
５　
８　
５　
）　に　
、　
別　
所　

べ
っ
し
ょ

重　
棟　

し
げ
む
ね

を　
八　
木　
に　
入　
れ　
て　
、　
養　
父　
郡　
を　
治　

め　
る
八
木
藩
一
万
二
千
石
を
お　
い　
た　
。　

八　
木　
城　
跡　
に　
は　
、　
現　
在　
も　
石　
垣　
が　
残　

り　
、　
当　
時　
を　
彷　
彿　
さ　
せ　
る　
。　
平　
成　
９　
年　
、　

八　
木　
城　
跡　
は　
国　
史　
跡　
に　
指　
定　
さ　
れ　
た　
。　

今　
回　
は　
城　
下　
町　
と　
し　
て　
栄　
え　
た　
八　
鹿　

町
八
木　
の　
路
地
を
歩
く
。　

八　
木　
の　
歴　
史　
は　
古　
く　
、　
昔　
は　「　
養　
耆　

や

ぎ

」　

と　
書　
き　
示　
し　
、　
今　
も　
山　
陰　
道　
が　
家　
々　
を　

縫　
う　
よ　
う　
に　
残　
っ　
て　
い　
る　
。　
こ　
の　
道　
を　

歩　
き　
、　
伊　
勢　
参　
り　
な　
ど　
に　
向　
か　
っ　
た　
の　

国道9号沿いに西方寺、永照寺、
柳谷寺、実行寺の4つの寺が並
んでいる。

鯉を飼ったり、きれいな
花や庭木で飾られた家々

八木川

愛宕さん

国道9号

熱心に講師の先生の説明に聞き入る
参加者の皆さん

うだつのあがった家や
格子戸が目を引く

家々のすき間を縫うように残る山陰道

細く急な坂道

狭い路地が格子
のようになっている

路地がクランクになっ
ているところがあり、
まっすぐ進めないよう
になっている。

家々の川いとがある

城下町の風情をかもし出す格子戸やうだ
つのあがった家、養蚕農家の形態を残す
家などが軒を並べている。
路地を入ると用水路沿いに細い道があり、
家々の生活がうかがえる。

昔、流れ橋の
あったところ

山陰道

用水路

昔の剣橋、今は渡れない

1 0

か　
と　
思　
う　
と　
感　

慨　
深　
い　
。　
路　
地　
の　

角　
に　
「　
妙　
見　
」　
と　
書　

か　
れ　
た　
道　
し　
る　
べ　
が　

さ　
り　
げ　
な　
く　
た　
た　
ず　

み　
、　
昔　
は　
こ　
の　
石　
を　
目　
印　
に　
歩　
い　
た　
の　

か　
と
思　
い　
を
馳　
せ　
る　
。　

八　
木　
氏　
五　
代　
城　
主　
、　
但　
馬　
守　
泰　
家　

た
じ
ま
の
か
み
や
す
い
え

の　

建　
て　
た　
今　
滝　
寺　

こ
ん
り
ゅ
う
じ

が　
隆　
盛　
を　
極　
め　
た　
頃　

は　
、　
観　
音　
堂　（　
本　
堂　
）　を　
中　
心　
に　
し　
て　
九　

院　
三　
坊　
、　
併　
せ　
て　
十　
二　
院　
坊　
の　
寺　
が　
建　

ち　
並　
ん　
で　
い　
た　
と　
い　
う　
。　
現　
在　
は　
今　
滝　

寺　
本　
堂　
と　
仁　
王　
門　
が　
残　
り　
、　
２　
体　
の　
金　

剛
力
士
立
像
が
見
守　
っ　
て　
い　
る　
。　

八　
木　
の　
町　
並　
み　
は　
城　
下　
町　
特　
有　
の　

「　
折　
れ　
」　や　
「　
ク　
ラ　
ン　
ク　
」　が　
あ　
り　
、　
ま　
っ　

す　
ぐ　
な　
道　
は　
続　
か　
な　
い　
。　
格　
子　
戸　
の　
あ　

る
家
が
城
下
町　
の　
面
影
を
残
す
。　

本店／豊岡市中央町17-8 TEL0796（23）1200
http:/www.tanshin.co.jp/

あなたの生活を応援します

格
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中
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険



か　
ら　
川　
い　
と　（　
洗　
濯　
や　
野　
菜　
を　
洗　
う　
洗　

い　
場　
）　に　
つ　
な　
が　
る　
階　
段　
が　
あ　
り　
、　
生　

活　
に　
密　
着　
し　
た　
路　
地　
が　
そ　
こ　
に　
あ　
る　
。　

池　
を　
つ　
く　
っ　
て　
鯉　
を　
放　
し　
た　
り　
、　
花　
々　

を　
植　
え　
た　
り　
と　
そ　
れ　
ぞ　
れ　
の　
家　
の　
趣　

き
が　
あ　
る　
。　

５　
０　
０　
年　
ほ　
ど　
昔　
に　
、　
八　
木　
城　
主　
の　

八　
木　
宗　
頼　
が　
八　
木　
の　
殿　
屋　
敷　
で　
詠　
ん　

だ
歌
が
残
っ
て
い
る
。

「　
宮　
古　
に　
て　
な　
が　
め　
し　
雲　
は　
き　
え　
は　
て　

て
、
花
の
八
重
立
山
さ
く
ら
か
な
」

隠　
居　
し　
た　
殿　
様　
が　
静　
か　
に　
自　
分　
の　
人　

生
を
振
り
返
っ
た
歌
だ
。

現　
在　
、　
こ　
の　
歴　
史　
あ　
る　
八　
木　
で　
は　
、　

ふ　
る　
里　
を　
誇　
り　
に　
思　
う　
人　
々　
が　
集　
ま　

り　
「　
城　
下　
町　
八　
木　
の　
明　
日　
を　
創　
る　
会　
」　

が　
結　
成　
さ　
れ　
、　
１　
０　
０　
年　
先　
ま　
で　
の　
八　

木　
の　
将
来
構
想
を
考
え　
て　
い　
る　
。　

1. 県指定文化財・木造金剛力士立像が安置されている今滝寺の山門
2.「妙見」と書かれた道しるべ

3. 火伏の神の愛宕さん
4. 細く急な路地がたくさんある

5. 八木城主八木氏の菩提寺である今滝寺

※養父郡八鹿町・養父町・大屋町・関宮町の4町は
平成16年4月1日より「養父市」となります

ま　
た　
、　「　
八　
木　
市　
場　
」　
と　
し　
て　
交　
易　
の　

中　
心　
地　
で　
も　
あ　
っ　
た　
。　
宿　
場　
町　
と　
し　
て　

も　
栄　
え　
、　
市　
場　
の　
西　
と　
東　
に　
旅　
館　
が　
２　

軒　
あ　
り　
、　
市　
の　
開　
か　
れ　
る　
日　
は　
両　
旅　
館　

と　
も　
満　
員　
だ　
っ　
た　
と　
い　
う　
。　
戦　
後　
ま　
で　

は　
、　
竹　
細　
工　
や　
植　
木　
、　
は　
さ　
み　
、　
ブ　
リ　

キ　
、　
陶　
器　
、　
着　
物　
の　
は　
ぎ　
れ　
屋　
な　
ど　
の　

店　
々　
が　
軒　
を　
並　
べ　
て　
い　
た　
。　
手　
に　
職　
を　

持　
つ　
技　
術　
屋　
も　
た　
く　
さ　
ん　
住　
ん　
で　
い　
た　

と　
い　
う　
が　
、　
今　
は　
そ　
の　
面　
影　
は　
な　
い　
。　
し　

か　
し　
、　
う　
だ　
つ　
の　
あ　
が　
っ　
た　
家　
が　
あ　
り　
、　

当
時　
の　
繁
栄
ぶ　
り
を
う　
か　
が　
わ　
せ　
る　
。　

八　
木　
の　
路　
地　
を　
一　
本　
入　
る　
と　
、　
灌　
漑　

用　
水　
が　
流　
れ　
て　
い　
る　
。　
城　
下　
町　
を　
火　
事　

か　
ら　
守　
る　
た　
め　
の　
名　
残　
り　
と　
か　
。　
家　
々　

●裏路地探険隊員募集
平成16年4月10日（土）

「古墳の里めぐり」和田山町東河地区

＊実施日の10日前までに、1 8ページ掲載のＴ
2編集部へ、住所・氏名・年齢・電話番号・

「裏路地参加希望」とお書きの上、ハガキで
お申し込みください。開催は午前中、現地
集合・現地解散となります。申込締切日後、
案内を参加ご希望の方へ送付致します。

西方寺

八木城主の奥方の菩提寺である西方寺
は、一本の大桜の木で建てられたと伝
えられている。境内のしだれ桜が有名
で、4月ころ桜を目当てに訪れる人も
多い。

用水路沿いに小さな橋と川いとが点々と続
く。家々にとって用水路が生活に密着した大
切なものであることがよくわかる。 現在の剣橋、

大屋へと続く

至関宮

竜宮を思わせる
ような珍しい山門

案内をしていただいた中川栄吾さん
「城下町八木の明日を創る会」の相
談役として活躍中。会のメンバーの
皆さんにお世話になりました。
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本 店 豊岡市幸町4番4号 TEL.0796-24-2011 FAX.0796-24-2077
豊岡駅前店 豊岡市大手町1番27号 TEL.0796-26-6565 FAX.0796-26-6566

株式会社 ライフィット
（社）兵庫県宅地建物取引業協会　宅地建物取引業者免許　
兵庫県知事（3）第650061号

ホームページ http://www.lifit.jp
E-mailアドレス　info@lifit.jp

今井雅之初監督作品

地元、豊岡劇場にて先行ロードショー！

ライフィットは、地元で撮影された映画・
SUPPIN ぶるうす ザ・ムービーを応援しています！
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●
大
好
評　
！
情
報
誌　
「
ラ
イ　
フ　

ィ　
ッ　
ト　
タ　
イ　
ム　
ズ　
」　
進　
呈　
中　

●
ご　
希　
望　
の　
物　
件　
情　
報　
を　
検　
索　

で
き
ま
す

みんなで見に行こう！


